
Webユーザーインターフェイスの設定と
アクセス

Cisco ASR 1000シリーズルータには、他のシスコルータで使用可能なWebユーザーインター
フェイスの機能を拡張したWebユーザーインターフェイスが導入されています。

この章では、このWebユーザーインターフェイスを取り上げており、次のトピックについて
説明します。

• Webユーザーインターフェイスの概要（1ページ）
• Webユーザーインターフェイスアクセスのためのルータ設定（5ページ）
•認証とWebユーザーインターフェイス（8ページ）
•ドメインネームシステムとWebユーザーインターフェイス（8ページ）
•クロックとWebユーザインターフェイス（8ページ）
• Webユーザーインターフェイスへのアクセス（9ページ）
•自動更新の使用（10ページ）
• Webユーザーインターフェイスについてのヒントとアドバイス（11ページ）
• Cisco IOS XE 16リリースでのWebユーザーインターフェイスの設定（13ページ）

Webユーザーインターフェイスの概要
この項では、次のトピックについて取り上げます。

Webユーザーインターフェイスの概要
Webユーザーインターフェイスは、Cisco IOS XEリリース 2.1.1以降の Cisco ASR 1000シリー
ズルータで使用できます。Webユーザーインターフェイスは、Cisco IOS XEリリース 2.1.0で
は使用できません。

Cisco ASR 1000シリーズルータには、Webユーザーインターフェイスを使用してアクセスで
きます。Webユーザーインターフェイスでは、わかりやすいグラフィカルインターフェイス
を使用してルータのパフォーマンスをモニターできます。CiscoASR1000シリーズルータのほ
とんどの側面は、Webユーザーインターフェイスを使用してモニターできます。
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Webユーザーインターフェイスには、次の機能があります。

•読みやすいグラフィカル形式で情報を表示するインターフェイス。
• Cisco IOSXE統合パッケージ内の IOSおよび非 IOSサブパッケージに関連したプロセスを
含む、ほとんどのソフトウェアプロセスをモニターできるインターフェイス。

•ルータにインストールされているすべての RP、ESP、SIP、SPAなど、ほとんどのハード
ウェアコンポーネントをモニターできるインターフェイス。

•拡張Webユーザーインターフェイスに加えて、レガシーWebユーザーインターフェイス
へのアクセス。

• Webユーザーインターフェイスから showコマンドの出力を収集する機能。

レガシーWebユーザーインターフェイスの概要
以前のCiscoルータには、ルータのモニターに使用できるレガシーWebユーザーインターフェ
イスが搭載されています。このレガシーWebユーザーインターフェイスは、グラフィックを
使用せずに直接的な方法で情報を表示します。CiscoASR1000シリーズルータでは、このイン
ターフェイスはより大きなWebユーザーインターフェイスの一部であり、左側メニューの [IOS
Web UI]オプションをクリックしてアクセスできます。

Cisco ASR 1000シリーズルータでは、レガシーWebユーザーインターフェイスは、IOSサブ
パッケージの設定とモニターにのみ使用できます。一部のシナリオでは、特に ip httpコマン
ドが正常に入力されて HTTPまたは HTTPSサーバーが有効になっている場合、適切に設定さ
れたWebユーザーインターフェイストランスポートマップが Cisco ASR 1000シリーズルー
タにまだ適用されていない場合、レガシーWebユーザーインターフェイスにはアクセスでき
ますが、グラフィックベースのWebユーザーインターフェイスにはアクセスできません。

レガシーWebユーザーインターフェイスのホームページの例については、次の図を参照して
ください。
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図 1 :レガシーWebユーザーインターフェイスのホームページ

グラフィックベースWebユーザーインターフェイスの概要
Cisco ASR 1000シリーズルータのWebユーザーインターフェイスは、表示される情報に応じ
て、読みやすいグラフィックベースの表、グラフ、またはチャートで情報を表示することで、

他のプラットフォームで使用可能な従来のWebユーザーインターフェイスを拡張します。Cisco
ASR 1000シリーズルータのWebユーザーインターフェイスでは、IOSサブパッケージと非
IOSサブパッケージの両方に保存されているモニタリング情報を表示することもできます。こ
の機能により、Webユーザーインターフェイスを使用しているルータの全面的な表示が可能に
なります。

グラフィックベースのWebユーザーインターフェイスのホームページの例については、次の
図を参照してください。
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図 2 :グラフィックベースのWebユーザーインターフェイスのホームページ

持続性Webユーザーインターフェイストランスポートマップの概要
グラフィックベースのWebユーザーインターフェイスを有効にするには、持続的なWebユー
ザーインターフェイストランスポートマップを設定する必要があります。持続的なWebユー
ザーインターフェイストランスポートマップは、正常に設定されてルータに適用されると、

ルータが着信Webユーザーインターフェイス要求を処理する方法を定義します。持続的なWeb
ユーザーインターフェイストランスポートマップで、ユーザーは、HTTP、HTTPS、または
これら両方のプロトコルを使用してグラフィックベースのWebユーザーインターフェイスに
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アクセスできるようにするかどうかを定義します。CiscoASR1000シリーズルータに一度に適
用できる持続的なWebユーザーインターフェイストランスポートマップは 1つのみです。

持続的なWebユーザーインターフェイストランスポートマップの設定は、ip httpコマンド
セットを使用して設定されるレガシーWebユーザーインターフェイスの設定に加えて実行す
る必要があります。ip httpコマンド設定は、レガシーとグラフィックベース両方のWebユー
ザーインターフェイスの HTTPまたは HTTPSで使用されるポートを定義します。

Webユーザーインターフェイスアクセスのためのルー
タ設定

Cisco ASR 1000シリーズルータのいずれかのWebユーザーインターフェイスにアクセスする
機能は、デフォルトで無効になっています。

グラフィックベースのWebユーザーインターフェイスを有効にする前に、レガシーWebユー
ザーインターフェイスを設定する必要があります。

管理イーサネットインターフェイスが設定されていないか、機能していない場合、Webユー
ザーインターフェイスは機能しません。具体的には、Webユーザーインターフェイスを設定す
る前に、管理イーサネット VRFでデフォルトルートを指定する必要があります。

（注）

Webユーザーインターフェイス全体を有効にするには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. （オプション）show clockコマンドを入力して、ルータのクロック設定が正確であること
を確認します。

2. ルータに接続し、configure terminalコマンドを入力してグローバルコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

3. ip http authentication localコマンドを入力して、HTTPサーバーの認証方式をローカルに
設定します。

4. 次のいずれかのグローバルコンフィギュレーションコマンドを入力して、レガシーWeb
ユーザーインターフェイスを有効にします。

5. transport-map type persistent webui transport-map-nameコマンドを入力して、持続的なWeb
ユーザーインターフェイストランスポートマップを作成し、名前を付けます。

6. トランスポートマップコンフィギュレーションモードで次のコマンドを入力して、HTTP、
HTTPS、またはその両方を有効にします。

7. （オプション）show transport-map name transport-map-name特権 EXECコマンドを入力し
て、トランスポートマップが正しく設定されていることを確認します。

8. transport type persistent webui input transport-map-nameグローバルコンフィギュレーショ
ンコマンドを入力して、トランスポートマップを有効にします。
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手順の詳細

ステップ 1 （オプション）show clockコマンドを入力して、ルータのクロック設定が正確であることを確認します。

例：

Router# show clock
*13:56:59.257 DST Mon May 5 2008

ルータの時刻が正しく設定されていない場合は、clock setコマンドと clock timezoneコマンドを使用して
ルータのクロックを設定します。

ステップ 2 ルータに接続し、configure terminalコマンドを入力してグローバルコンフィギュレーションモードを開
始します。

ステップ 3 ip http authentication localコマンドを入力して、HTTPサーバーの認証方式をローカルに設定します。

ステップ 4 次のいずれかのグローバルコンフィギュレーションコマンドを入力して、レガシーWebユーザーインター
フェイスを有効にします。

• ip http server：デフォルトの HTTPポートであるポート 80で HTTPを有効にします。
• ip http port port-number：デフォルト以外のユーザー指定ポートで HTTPを有効にします。
• ip http secure-server：デフォルトの HTTPSポートであるポート 443で HTTPSを有効にします。
• ip http secure-port port-number：デフォルト以外のユーザー指定ポートで HTTPSを有効にします。

手順のこの時点で、レガシーWebユーザーインターフェイスが使用可能になります。このステップの完了
後にWebユーザーインターフェイスにアクセスしようとするユーザーには、レガシーWebユーザーイン
ターフェイスのみが表示されます。

グラフィックベースのWebユーザーインターフェイスを有効にするには、ステップ 5に進み、この手順の
残りのステップを完了します。

ステップ 5 transport-map type persistent webui transport-map-nameコマンドを入力して、持続的なWebユーザーイン
ターフェイストランスポートマップを作成し、名前を付けます。

ステップ 6 トランスポートマップコンフィギュレーションモードで次のコマンドを入力して、HTTP、HTTPS、また
はその両方を有効にします。

• server：HTTPを有効にします。
• secure-server：HTTPSを有効にします。

トランスポートマップ内でポート番号を設定することはできません。ステップ4で定義したポート番号は、
持続的なWebユーザーインターフェイストランスポートマップでの設定でも使用されます。

ステップ 7 （オプション）show transport-map name transport-map-name特権 EXECコマンドを入力して、トランス
ポートマップが正しく設定されていることを確認します。

ステップ 8 transport type persistent webui input transport-map-nameグローバルコンフィギュレーションコマンドを入
力して、トランスポートマップを有効にします。
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次のタスク

例

次の例では、HTTPサーバーの認証方式がローカルに設定されています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip http authentication local

Router(config)#exit

次の例では、デフォルトの HTTPポートを使用するWebユーザーインターフェイスが有効に
なっています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip http server
Router(config)# transport-map type persistent webui http-webui
Router(config-tmap)# server
Router(config-tmap)# exit
Router(config)# exit
Router# show transport-map name http-webui
Transport Map:
Name: http-webui
Type: Persistent Webui Transport

Webui:
Server: enabled
Secure Server: disabled

Router# configure terminal
Router(config)# transport type persistent webui input http-webui
*Apr 22 02:43:55.798: %UICFGEXP-6-SERVER_NOTIFIED_START: R0/0: psd: Server wui has been
notified to start

次の例では、デフォルトの HTTPSポートを使用するWebユーザーインターフェイスが有効に
なっています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip http secure-server
Router(config)# transport-map type persistent webui https-webui

Router(config-tmap)# secure-server
Router(config-tmap)# exit
Router(config)# transport type persistent webui input https-webui
*Apr 22 02:38:43.597: %UICFGEXP-6-SERVER_NOTIFIED_START: R0/0: psd: Server wui has been
notified to start

次の例では、デフォルトの HTTPポートと HTTPSポートを使用するWebユーザーインター
フェイスが有効になっています。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# ip http server
Router(config)# ip http secure-server
Router(config)# transport-map type persistent webui http-https-webui
Router(config-tmap)# server
Router(config-tmap)# secure-server
Router(config-tmap)# exit
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Router(config)# transport type persistent webui input http-https-webui
*Apr 22 02:47:22.981: %UICFGEXP-6-SERVER_NOTIFIED_START: R0/0: psd: Server wui has been
notified to start

認証とWebユーザーインターフェイス
ルータのWebユーザーインターフェイスにアクセスしようとするユーザーは、そのルータに
設定されている認証要件と同じ要件を満たすよう求められます。Webブラウザは、すべての
ユーザーに名前とパスワードの組み合わせを入力するよう求めます。Webブラウザはルータの
設定を調べて、ユーザーにWebユーザーインターフェイスへのアクセスを許可すべきかどう
か確認します。

Webユーザーインターフェイスにアクセスできるのは、権限レベルが15のユーザーだけです。
それ以外の場合、Webユーザーインターフェイストラフィックの認証は、その他すべてのト
ラフィックの認証設定によって制御されます。

ルータで認証を設定するには、「{start cross reference}Configuring Authentication{end cross
reference}」を参照してください。{start hypertext}
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_2/security/configuration/guide/scfathen.html {end hypertext}
[英語]

ドメインネームシステムとWebユーザーインターフェイ
ス

ドメインネームシステム（DNS）は、DNSサーバからDNSプロトコルを使用してホスト名を
IPアドレスにマッピングできる分散データベースです。

ルータがドメインネームシステムに参加するように設定されている場合、ユーザーはWebブ
ラウザアドレスとしてhttp://<dns-hostname>と入力してWebユーザーインターフェイスにアク
セスできます。

DNSの設定については、「{start cross reference}Configuring DNS{end cross reference}」を参照し
てください。{start
hypertext}http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ipaddr/configuration/guide/iad_config_dns_ps6922_TSD_Products_Configuration_Guide_Chapter.html{end
hypertext} [英語]

クロックとWebユーザインターフェイス
特定のWebブラウザで表示される時刻がルータで表示される時刻と 1時間以上異なる場合、
Webユーザーインターフェイスを表示する要求がそのWebブラウザで拒否されることがあり
ます。
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そのため、ルータを設定する前に、show clockコマンドを使用してルータの時刻を確認するこ
とを推奨します。ルータの時刻が正しく設定されていない場合は、clock setコマンドと clock
timezoneコマンドを使用してルータのクロックを設定します。

同様に、Webユーザーインターフェイスに適切にアクセスするには、Webブラウザのクロッ
クソース（通常はパーソナルコンピュータ）の時刻も正確であることが必要です。

Webブラウザとルータのクロックが 1時間以上ずれている場合は、次のメッセージが表示され
ます。

Your access is being denied for one of the following reasons:. Your previous session has
timed-out, or. You have been logged out from elsewhere, or. You have not yet logged in,
or. The resource requires a higher privilege level login.

このメッセージが表示された場合、他の考えられる問題の原因を修正してもWebユーザーイ
ンターフェイスにアクセスできないなら、ルータのクロックと PCのクロックの両方が正確な
日時を反映していることを確認してから、Webユーザーインターフェイスへの接続を再試行し
ます。

また、1つのクロックが夏時間に変更されたのに、別のクロックが変更されていない場合、ク
ロック関連の問題が発生する可能性があることにも注意してください。

Webユーザーインターフェイスへのアクセス
Webユーザーインターフェイスにアクセスするには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. Webブラウザを開きます。Webユーザーインターフェイスは、次のWebブラウザをサポー
トしています。

2. Webブラウザのアドレスフィールドにルータのアドレスを入力します。アドレスフィール
ドでのルータのアドレスの形式は、http://<routername or
management-ethernet-ip-address>:http-port]または https://<routername or
management-ethernet-ip-address>:https-port]です。許容されるアドレスは、Webブラウザの
ユーザーインターフェイスの設定と、ルータが DNSに参加しているかどうかによって異
なります。次に、許容されるアドレスフィールドWebブラウザエントリの例を示します。

3. 入力画面が表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力します。Webユーザーインター
フェイスにアクセスするために必要なユーザー名とパスワードの組み合わせは、ルータに

アクセスするために必要な組み合わせと同じです。

4. 類似のグラフィックベースWebユーザーインターフェイスがWebブラウザに表示されま
す。

手順の詳細

ステップ 1 Webブラウザを開きます。Webユーザーインターフェイスは、次のWebブラウザをサポートしています。

• Microsoft Internet Explorer 6以降
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• Mozilla Firefox 2.0以降

ステップ 2 Webブラウザのアドレスフィールドにルータのアドレスを入力します。アドレスフィールドでのルータの
アドレスの形式は、http://<routername ormanagement-ethernet-ip-address>:http-port]または https://<routername
or management-ethernet-ip-address>:https-port]です。許容されるアドレスは、Webブラウザのユーザーイン
ターフェイスの設定と、ルータがDNSに参加しているかどうかによって異なります。次に、許容されるア
ドレスフィールドWebブラウザエントリの例を示します。

例：

HTTP Using Default Port Example
http://198.51.100.1
HTTPS Using Default Port Example
https://198.51.100.1
HTTP Using NonDefault Port Example
http://198.51.100.1:94
HTTPS Using NonDefault Port Example
https://198.51.100.1:530/
HTTP Using Default Port Participating in DNS Example
http://router1
HTTPS Using Default Port Participating in DNS Example
https://router1
HTTP Using NonDefault Port Participating in DNS Example
http://router1:94
HTTPS Using NonDefault Port Participating in DNS Example
https://router1:530/

ステップ 3 入力画面が表示されたら、ユーザー名とパスワードを入力します。Webユーザーインターフェイスにアク
セスするために必要なユーザー名とパスワードの組み合わせは、ルータにアクセスするために必要な組み

合わせと同じです。

ステップ 4 類似のグラフィックベースWebユーザーインターフェイスがWebブラウザに表示されます。

自動更新の使用
Webユーザーインターフェイスは、デフォルトでは内容を自動的に更新しません。

自動更新間隔を設定するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. グラフィカルWebユーザーインターフェイスのホームページで [Refresh every]チェック
ボックスをオンにします。チェックボックスにチェックマークが表示されます。

2. ドロップダウンメニューを使用して、自動更新の頻度を設定します。

3. ドロップダウンメニューの右にある [Start]ボタンをクリックします。このボタンを押す
と、[Start]ボタンが [Stop]ボタンに変わり、[Stop]ボタンの右側にあるカウントダウンタ
イマーの値が増加し始めます。

Webユーザーインターフェイスの設定とアクセス
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手順の詳細

ステップ 1 グラフィカルWebユーザーインターフェイスのホームページで [Refresh every]チェックボックスをオンに
します。チェックボックスにチェックマークが表示されます。

図 3 : [Auto Refresh]チェックボックスをオンにする

ステップ 2 ドロップダウンメニューを使用して、自動更新の頻度を設定します。

ステップ 3 ドロップダウンメニューの右にある [Start]ボタンをクリックします。このボタンを押すと、[Start]ボタン
が [Stop]ボタンに変わり、[Stop]ボタンの右側にあるカウントダウンタイマーの値が増加し始めます。

図 4 :自動更新カウンタの例

Webユーザーインターフェイスの画面は、このカウンタが 0秒に達するたびに更新されます。

自動更新を停止する場合は、[Stop]ボタンをクリックして、自動更新なしのデフォルト設定に戻します。

Webユーザーインターフェイスについてのヒントとアド
バイス

このセクションでは、インターフェイスにアクセスした後のWebユーザーインターフェイス
の使用に関するいくつかの有用な情報を提供します。

• Webユーザーインターフェイスを使用して収集できない情報を収集するための Cisco IOS
コマンドラインインターフェイスコマンドがわかっている場合は、[IOS Web UI]をク
リックし、その後 [Monitor the Router]をクリックしてコマンドを入力できます。

Webユーザーインターフェイスの設定とアクセス
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• Webユーザーインターフェイスを使用して収集できない情報を収集するための診断モード
コマンドがわかっている場合は、[WebCLI]をクリックして showコマンドを入力できま
す。

• WebCLIコマンドラインには、ドロップダウンメニューを使用して特定のキーワードシー
ケンスで使用可能なオプションを表示する状況依存ヘルプ機能があります。次の図に、こ

のドロップダウンメニューの状況依存ヘルプ機能の例を示します。

図 5 : Web CLIドロップダウンメニュー
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Cisco IOS XE 16リリースでのWebユーザーインターフェ
イスの設定

Webユーザインターフェイス
Webユーザーインターフェイス（WebUI）は、デバイスのプロビジョニング、モニター、およ
び最適化を可能にするグラフィカルユーザーインターフェイスです。このセクションでは、

Webユーザーインターフェイスにアクセスしてデバイスを起動する方法について説明します。

Web UIを使用した工場出荷時のデフォルト状態であるデバイスの設定

クイックセットアップウィザードを使用して、基本的なルータ設定を実行できます。ルータ

を設定するには、以下の手順を実行します。

始める前に

• Web UIにアクセスする前に、デバイスで基本設定を行う必要があります。

ステップ 1 シリアルケーブルの RJ-45側をルータの RJ-45コンソールポートに接続します。

ステップ 2 デバイスの初期設定ウィザードが表示された後、次のシステムメッセージがルータに表示されたら、「No」
と入力してデバイスプロンプトを表示します。

Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]: no

ステップ 3 コンフィギュレーションモードで、次の設定パラメータを入力します。

!
ip dhcp pool WEBUIPool
network 192.168.1.0 255.255.255.0
default-router 192.168.1.1
username webui privilege 15 password cisco
!
interface gig 0/0/1
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
!

ステップ 4 イーサネットケーブルでデバイスとルータを接続し、gig 0/0/1インターフェイスに接続します。

ステップ 5 システムを DHCPクライアントとして設定し、ルータの IPアドレスを自動的に取得します。

ステップ 6 ブラウザを起動し、ブラウザのアドレス行にデバイスの IPアドレスを入力します。セキュアな接続の場合
は、「https://192.168.1.1/#/dayZeroRouting」と入力します。あまりセキュアではない接続の場合は、
「http://192.168.1.1/#/dayZeroRouting」と入力します。

ステップ 7 デフォルトのユーザー名（webui）とデフォルトのパスワード（cisco）を入力します。

Webユーザーインターフェイスの設定とアクセス
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基本または詳細モードセットアップウィザードの使用

基本モードまたは詳細モードのセットアップを使用してルータを設定するには、次の手順を実

行します。

ステップ 1 [Basic Mode]または [Advanced Mode]を選択し、[Go To Account Creation Page]をクリックします。

ステップ 2 ユーザ名とパスワードを入力します。確認のためにパスワードを再入力します。

ステップ 3 [Create and Launch Wizard]をクリックします。

ステップ 4 デバイス名とドメイン名を入力します。

ステップ 5 [Time Zone]ドロップダウンリストから、適切なタイムゾーンを選択します。

ステップ 6 [Date and Time]ドロップダウンリストから、適切な日時モードを選択します。

ステップ 7 [LAN Settings]をクリックします。

LAN設定を行います。

ステップ 1 [Web DHCP Pool/DHCP Pool]名または [Create and Associate Access VLAN]オプションを選択します。

a) [Web DHCP Pool]を選択した場合は、次を指定します。

[Pool Name]：DGCPプール名を入力します。

[Network]：ネットワークアドレスおよびサブネットマスクを入力します。

b) [Create and Associate Access VLAN]オプションを選択した場合は、次を指定します。

[Access VLAN]：アクセス VLANの識別番号を入力します。指定できる範囲は 1～ 4094です。

[Network]：VLANの IPアドレスを入力します。

[Management Interfaces]：インターフェイスを選択し、右矢印と左矢印を使用して選択したリストボッ
クスに移動します。ダブルクリックするかドラッグアンドドロップして、選択したリストボックスに

インターフェイスを移動することもできます。

Webユーザーインターフェイスの設定とアクセス
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ステップ 2 [Primary WAN Settings]をクリックします。

プライマリWAN設定を行います。

ステップ 1 プライマリWANタイプを選択します。プライマリWANは、ルータがサポートするWANのタイプに応
じて、シリアル、3G/4G、イーサネット、またはブロードバンド（xDSL）を設定できます。

ステップ 2 ドロップダウンリストからインターフェイスを選択します。

ステップ 3 サービスプロバイダーから DNSサーバ情報を直接取得するには、[Get DNS Server info directly from ISP]
チェックボックスをオンにします。プライマリDNSとセカンダリDNSは手動で入力することもできます。

ステップ 4 [Get IP automatically from ISP]チェックボックスをオンにして、サービスプロバイダーから IPアドレス情
報を直接取得します。IPアドレスおよびサブネットマスクを入力します。

ステップ 5 [Enable NAT]チェックボックスをオンにして、NATを有効にします。NATを有効にすることをお勧めし
ます。

ステップ 6 [Enable PPPoE]チェックボックスをオンにして、PPPoEを有効にします。PPPoEを有効にする場合は、必
要な認証モードを選択します。オプションは PAPと CHAPです。

ステップ 7 サービスプロバイダーから提供されたユーザー名とパスワードを入力します。

ステップ 8 [Security/APP Visibility WAN Settings]をクリックします。

Webユーザーインターフェイスの設定とアクセス
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セカンダリWAN設定を行います。

詳細設定では、セカンダリWAN接続を設定する必要があります。

ステップ 1 セカンダリWANタイプを選択します。ルータがサポートするWANのタイプに応じて、シリアル、3G/4G、
イーサネット、またはブロードバンド（xDSL）をセカンダリWANとして設定できます。

ステップ 2 ドロップダウンリストからインターフェイスを選択します。

ステップ 3 サービスプロバイダーから DNSサーバ情報を直接取得するには、[Get DNS Server info directly from ISP]
チェックボックスをオンにします。プライマリDNSとセカンダリDNSは手動で入力することもできます。

ステップ 4 [Get IP automatically from ISP]チェックボックスをオンにして、サービスプロバイダーから IPアドレス情
報を直接取得します。IPアドレスおよびサブネットマスクを入力します。

ステップ 5 [Enable NAT]チェックボックスをオンにして、NATを有効にします。NATを有効にすることをお勧めし
ます。

ステップ 6 [Enable PPPoE]チェックボックスをオンにして、PPPoEを有効にします。PPPoEを有効にする場合は、必
要な認証モードを選択します。オプションは PAPと CHAPです。

ステップ 7 サービスプロバイダーから提供されたユーザー名とパスワードを入力します。

ステップ 8 [Security/APP Visibility WAN Settings]をクリックします。

セキュリティ設定の構成

ステップ 1 すべてのパスワードがプレーンテキストで表示されないようにするには、[Enable Recommended Settings)]
チェックボックスをオンにします。パスワードは暗号化されます。

ステップ 2 [Day 0 Config Summary]をクリックします。

ステップ 3 設定をプレビューするには、[CLI preview]をクリックします。

ステップ 4 [Finish]をクリックして、デイゼロセットアップを完了します。
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翻訳について
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